
平成２８年度 

第１回 箕郷地域振興協議会 次第 

日  時 ： 平成２８年７月１９日（火） 

午後１時３０分～ 

場  所 ： 箕郷支所３階 第５会議室 

１ 開  会 

２ 挨  拶 

３ 議  事 

(1) 箕郷地域に関わる事業報告について 

 (2) 箕郷地域のまちづくりに関する意見について 

４ 連絡事項 

５ 閉  会 

＜配布資料＞ 

 資料１ 箕郷地域に関わる事業報告一覧

 資料２ 箕郷地域のまちづくりに関する意見一覧

 参考資料 平成２８年度 当初予算の概要



箕郷地域に関わる事業報告一覧 

ページ 事 業 名 
所  属 

（支  所） 

１ ～ ４ 箕輪城跡保存整備事業 
文化財保護課 

（地域振興課） 

５ 箕輪小学校校舎改築事業 
教育総務課 

（地域振興課） 

６ ～ ８ 富岡生原線街路事業 
都市施設課 

（建設課） 

９ ～ 10 箕郷地域住民センター設置事業 
企画調整課 

（地域振興課） 

11 農業の成長産業化への取り組みについて 
農林課 

（産業課） 

資料 １ 





箕郷地域に関わる事業報告書 

平成２８年３月３１日現在 

事 業 名 箕輪城跡保存整備事業 
所属 

（支所） 

教育部文化財保護課 

(箕郷支所地域振興課)

実施期間 平成 ６年度～全期 事業の種類 ソフト事業 

【事業概要】 

対 象  

実施目的 具体的手段 そ の 他 

国指定史跡箕輪城跡を適切に

保存・管理するとともに、市民共

有の文化的・歴史的遺産として

活用を図る。 

市民共有の文化的・歴史的遺

産である箕輪城跡を後世に伝

えて行くとともに、史跡公園とし

て広く活用を図るため、整備を

行う。 

史跡指定面積  約 19ｈａ 

昭和 62 年度   史跡指定 

平成 5年度～  公有地化 

平成15年度   基本計画策定 

平成19年度   発掘調査報告 

平成 21年度   基本設計 

平成 23年度～ 整備工事 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２７年度事業実績 

合計 94,512 40,554 ・郭馬出地区整備工事 

城門復元工事（一部を平成２８年度に繰越し） 

  土塁復元工事 
国 44,713 16,285 

県 13,413 4,885 

地方債 0 0 

その他 10,000 10,000 

一般 26,386 9,384 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
２８年度事業予定 

合計 56,783 ・郭馬出地区整備工事 

・園路整備工事 

・案内板等設置工事 

・本丸整備実施設計 

国 26,000 

県 7,800 

地方債     0 

その他 10,000 

一般 12,983 

－1－
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２階建て方状況

２階土壁荒塗状況

柱加工（チョウナかけ）状況

礎石据付状況
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箕郷地域に関わる事業報告書 

平成２８年３月３１日現在 

事 業 名 箕輪小学校校舎建設事業 
所属 

（支所） 

教育部教育総務課 

（箕郷支所地域振興課）

実施期間 平成２５年度～平成３２年度 事業の種類 ハード事業 

【事業概要】 

対 象  

実施目的 具体的手段 そ の 他 

児童が心身ともに健全でゆとりあ

る学校生活を送るため、快適な

環境を維持することを目的とす

る。 

また、学校施設は災害時に避難

場所となることから、安全性の確

保を図る。 

耐力度調査にもとづき校舎の改

築を実施する。 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２７年度事業実績 

合計 24,165 29,365 ・設計委託 

・プール解体工事 
国   

県   

地方債   

その他   

一般 24,165 29,365 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
２８年度事業予定 

合計 207,709 ・設計委託 

・木材調達業務委託  

・仮設校舎借上 

・建設等工事 

国 

県 

地方債 

その他 

一般 207,709

－5－



箕郷地域に関わる事業報告書 

平成２８年３月３１日現在 

事 業 名 富岡生原線街路事業 
所属 

（支所） 

都市整備部都市施設課

(箕郷支所建設課) 

実施期間 平成２０年度～平成２８年度 事業の種類 ハード事業 

【事業概要】 

対 象  

実施目的 具体的手段 そ の 他 

前橋方面に向かう車が増大する

とともに、沿線にはさわやか交流

館や総合運動場があり児童、生

徒の利用頻度が高い。道路両側

に歩道を確保することにより、自

転車歩行者の安全を図る。 

用地買収及び道路改良工事に

より整備する。 

延長 Ｌ＝６８０ｍ 

幅員 Ｗ＝１２ｍ 

整備済み Ｌ＝５０７ｍ 

進捗率 ８９．３％ 

【事業実績】       

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２７年度事業実績    

合計 83,800 107,296 ・工事内容 

  ボックスカルバート工   L＝１３．４ｍ  

  落差工  一式  

  舗装工  A＝６５７．９㎡  

仮設道路 一式  

  変更詳細設計、水道管布設替工事、電柱移設等 

国 37,950 54,329 

県 ― ― 

地方債 27,900 40,000 

その他 ― ― 

一般 17,950 12,967 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
２８年度事業予定 

合計 83,000 ・工事内容 

暗渠型側溝 L＝３６５．０ｍ、 Ｌ型擁壁工 L＝５８．５ｍ 

車道舗装工A＝１５９６．６㎡、 歩道舗装工A＝８５７．３㎡ 

 区画線工 一式 

国 29,150 

県 ― 

地方債 21,400 

その他 ― 

一般 32,450 
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箕郷地域に関わる事業報告書 

平成２８年３月３１日現在 

事 業 名 箕郷地域住民センター設置事業 
所属 

（支所） 

総務部企画調整課 

(箕郷支所地域振興課)

実施期間 平成２０年度～全期 事業の種類 ハード事業 

【事業概要】 

対 象  

実施目的 具体的手段 そ の 他 

地域住民のコミュニティー活動

の拠点となる住民センターを整

備することにより、市民参加と地

域づくりの推進を図る。 

防衛省の特定防衛施設周辺整

備調整交付金を活用し、地区

集会所を整備する。 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２７年度事業実績 

合計 37,761 36,655 第３区地区集会所解体工事（木造平屋建て） 

第３区地区集会所建設工事（木造平屋建て） 

生原１区地区集会所用地測量委託 

生原１区地区集会所設計委託 

国 34,230 30,991 

県   

地方債   

その他   

一般 3,531 5,664 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
２８年度事業予定 

合計 57,697 生原１区地区集会所解体工事（木造平屋建て） 

生原１区地区集会所建設工事（木造平屋建て） 

東区地区集会所用地測量委託 

東区地区集会所設計委託 

国  53,100 

県 

地方債 

その他 

一般 4,597 

－9－



第３区地区集会所完成写真

外観                    玄関

     大会議室                   小会議室

      台所                     トイレ
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箕郷地域に関わる事業報告書 

平成２８年６月３０日現在 

事 業 名 
農業の成長産業化への取組みについて 

（農業者新規創造活動事業補助金）

所属 

（支所） 

農政部農林課 

(箕郷支所産業課) 

実施期間 平成２７年度～ 事業の種類 ハード・ソフト事業 

【事業概要】 

対 象 本市の農業者や農業者を含む団体 

実施目的 具体的手段 そ の 他 

農業者の所得や雇用を増大し、

地域活力の向上を図るため、こ

れまでの補助制度を再構築し、

地域資源を活かした 6 次産業化

や農畜産物のブランド化等を図

るための支援を行う。 

＜主要な補助メニュー＞ 

・６次産業化等推進事業 

 ハード事業補助 

補助率：4/5 以内（1,000 万円以内） 

ソフト事業補助 

補助率：定額（500 万円以内） 

・ブランド商品開発事業 

  補助率：定額（200 万円以内）

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２７年度事業実績 

合計 100,000 90,887 平成２７年度は総額 1億円を予算措置。 

箕郷地域では、６次産業化等推進事業を活用し梅製品の加工施

設・設備導入を２名の農業者が実施（梅ゼリー加工施設、ねり梅加

工機械）、ブランド商品開発事業を活用しパッケージデザイン等の

商品開発を３名の農業者が実施（梅しょうゆ、梅干、ドライフルー

ツ・ジャム等のデザイン）している。 

国   

県   

地方債   

その他   

一般 100,000 90,887 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
２８年度事業予定 

合計 150,000 前年度の予算総額１億円から、平成２８年度は１億５，０００万円へ増額し、支援

を拡充している。 

箕郷地域からは、梅を利用した加工品（梅シロップ、梅ピューレなど）の製造設

備整備などの要望がある。 

国  

県  

地方債  

その他  

一般 150,000 

－11－



箕郷地域のまちづくりに関する意見一覧

箕郷支所 地域振興課 

資料 ２ 





□箕郷地域のまちづくりに関する意見                                                 No.1
内容区分 No. 意   見  回   答  

鳴沢湖の環境整備について １ 鳴沢湖への進入道路は、通学路としても利用さ

れているが、道幅が狭く、歩行者や車両の通行が

危険であるので、進入道路の整備を図ってほし

い。 

（坂内委員）

（建設課） 

２ 鳴沢湖の周囲を一周する散策路は、一部通行で

きない区間があり、周遊できない。また、湿生植

物園や展望台も管理が不十分で活用されていな

い状況である。そのため、散策路の整備と既存施

設の充実を図ってほしい。 

（坂内委員）

（産業課） 

－1－



□箕郷地域のまちづくりに関する意見                                                 No.2
内容区分 No. 意   見  回   答  

箕郷プールの整備について １ 箕郷プールは、経年劣化のため、更衣室ロッ

カーの鍵の補修やウォータースライダーの交

換、プール床の張り替えなどが必要であると考

える。また、バリアフリーの観点からトイレも

早期に洋式トイレに改修する必要がある。今後

の整備計画はどのようになっているのか。 

（莅戸委員）

（スポーツ課） 

箕輪城跡の整備等について １ 箕輪城跡の散策コースに、初めて来た見学者

も分かりやすく歩けるよう、順路を示す看板等

の設置を要望する。 

箕輪城跡に、史跡の案内や資料の展示、地元

の物産販売などもでき、見学者などが休憩でき

る管理施設を駐車場周辺に整備してほしい。 

（川浦委員）

（文化財保護課） 

２ 箕郷町の中心地は、木造・和風建築をすすめて

景観を統一し、箕輪城の城下町の景観を活かした

町づくりの施策を推進するようにしてほしい。 

（川浦委員）

（都市計画課景観室） 

－2－



□箕郷地域のまちづくりに関する意見                                                 No.3
内容区分 No. 意   見  回   答  

通学路の安全確保について １ 箕郷地域の通学路の安全確保については、かな

り改善してきているが、いまだに危険箇所が見ら

れる。今後の危険箇所の改善や交通安全の啓発に

ついて、どのような対策を考えているのか。 

（齋藤委員）

（健康教育課） 

防災について １ 非常時に備えた箕郷地域の物資の備蓄状況は

どのようになっているのか。 

（岡田委員）

（地域振興課） 

２ 箕郷の車郷地域は南北に長く、指定避難所は

富岡地区に２カ所あるが、地区によっては緊急

時の避難が難しいため、新たな避難所となるよ

うな施設の設置をお願いしたい。設置が難しい

場合、当面の間、地区集会所を指定避難所のよ

うな扱いとし、物資等の配布を受けられないか。

（岡田委員）

（防災安全課） 

－3－



平成２８年度　第１回箕郷地域振興協議会におけるまちづくりに関する意見一覧　　　[平成２８年７月１９日開催]

箕郷地域のまちづくりに関する意見・回答
内容区分 NO 意　　　見 回　　　答

鳴沢湖の環境整備につい
て

1 　鳴沢湖への進入道路は、通学路としても利用されているが、道
幅が狭く、歩行者や車両の通行が危険であるので、進入道路の
整備を図ってほしい。

　鳴沢湖への進入道路は、この道路の起点となる西側に位置する
県道箕郷板鼻線が、現在、県高崎土木事務所において道路拡
幅工事が進行中である。
　この県道と鳴沢湖への進入道路は線形が平行し、また高低差も
あることから、県道との交差部や法面などの用地買収や本工事
は、県の拡幅工事に併せて整備を進めていく予定である。
　これらのことから、歩道を設けた道路の整備に向け、詳細設計な
どを今年度から行うとともに、引き続き、高崎土木事務所と協議・
連携を図りながら整備を推進し、歩行者の安全性を確保してい
く。

2 　鳴沢湖の周囲を一周する散策路は、一部通行できない区間が
あり、周遊できない。また、湿生植物園や展望台も管理が不十分
で活用されていない状況である。そのため、散策路の整備と既存
施設の充実を図ってほしい。

　鳴沢湖を回る散策道は、隣接する施設の安全確保のため一部
通行を規制している。開放するには、安全対策等の整備と近隣の
理解が必要となるため、引き続き検討していきたいと考えている。
　また、自然豊かな鳴沢湖において、人々が憩い、水鳥が集う景
観を保つために、ワカサギ釣り場や周辺施設の維持管理を行い、
新たな施設整備については、研究する必要があると考えている。

箕郷プールの整備につい
て

1 　箕郷プールは、経年劣化のため、更衣室ロッカーの鍵の補修や
ウォータースライダーの交換、プール床の張り替えなどが必要で
あると考える。また、バリアフリーの観点からトイレも早期に洋式トイ
レに改修する必要がある。今後の整備計画はどのようになってい
るのか。

　箕郷プールは、市営プールでは唯一の螺旋型スライダーを備え
た多目的プールがあり人気が高く、昨年度は約７,２００人が利用
した。ご指摘のとおり、オープンから２０年以上が経過し、施設の
老朽化が目立つようになったことから、２５年度は管理棟とシャ
ワー場の改修を行った。昨年度は幼児プールと多目的プールの
塗装補修工事を実施した。トイレの改修をはじめ、今後の整備に
関しては、体育施設全体のバランスなどを考慮しながら順次取り
組んでいきたい。
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平成２８年度　第１回箕郷地域振興協議会におけるまちづくりに関する意見一覧　　　[平成２８年７月１９日開催]

箕郷地域のまちづくりに関する意見・回答
内容区分 NO 意　　　見 回　　　答

箕輪城跡及び周辺地域の
整備等について

1 　箕輪城跡の散策コースに、初めて来た見学者も分かりやすく歩
けるよう、順路を示す看板等の設置を要望する。
　また、箕輪城跡に、史跡の案内や資料の展示、地元の物産販
売などもでき、見学者などが休憩できる管理施設を駐車場周辺に
整備してほしい。

　平成２８年度中には郭馬出地区の整備が完成し、櫓門も復元さ
れることから、見学者の増加が予想される。今後の事業のなかで、
案内看板等を充実させ、見学しやすい環境を整えていきたい。
　また、箕輪城跡のビジターセンターの役割を担う施設も将来的
には必要になると考えられることから、どのような施設がふさわしい
か研究していきたい。

2 　箕郷町の中心地は、木造・和風建築を進めて景観を統一し、箕
輪城の城下町の景観を活かした町づくりの施策を推進するように
してほしい。

　箕郷地域の中心地には養蚕農家や町家などの歴史的な建築
物が残されており、そういった後世に引き継ぎたい建築物を保全
していくために、市では「歴史的景観建造物登録制度」を設けて
いる。箕郷地域では、これまでに多くの登録をいただいており、歴
史的なまちなみ景観の形成を進めるよう、積極的に保存・活用に
取り組んでいるところである。

通学路の安全確保につい
て

1 　箕郷地域の通学路の安全確保については、かなり改善してきて
いるが、いまだに危険箇所が見られる。今後の危険箇所の改善
や交通安全の啓発について、どのような対策を考えているのか。

　市内すべての小中学校で、毎年年度初めに通学路を点検し、
危険箇所があれば、校長は区長やＰＴＡ会長と協議し、改善要望
書を提出している。それを基に、地域振興課や建設課、警察や県
土木事務所など、関係課や関係機関が連携して、危険箇所の改
善に努めている。
　さらに、建設部管理課では市長指示のもと、本年度から５年間の
計画で、市内全小学校の通学路上に車両の速度抑制のための
ハンプを設置し、通学路の安全確保を進めている。
　通学路の安全対策は喫緊の課題であることから、今後も、危険
箇所の早期発見と、そのための地域などからの適切な情報収集
を各学校に指示していく。
　また、市教委では、昨年度、改正道路交通法の周知や自転車
保険の加入促進に向けた自転車安全リーフレットを作製し、全児
童生徒に配布した。今後も、家庭や地域と連携した交通安全教
育に努めていく。
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箕郷地域のまちづくりに関する意見・回答
内容区分 NO 意　　　見 回　　　答

通学路の安全確保につい
て

　子どもたちが通学する際に、親として心配な地点があったら、子
どもたちの安全のため、積極的に学校へ連絡していただきたい。
学校の先生が全ての危険箇所に気付くのは難しく、また、同時に
何百箇所も改善できないので、ぜひ、早めにご連絡いただきた
い。

防災について 1 　非常時に備えた箕郷地域の物資の備蓄状況はどのようになっ
ているのか。

　箕郷地域の災害備蓄品は、箕郷支所の備蓄倉庫で２４種類管
理している。非常用食糧は、アルファ米、おかゆ、缶詰パン、ビス
ケット類など、合計６,４７６食分、飲料水（５００ｍｌ）は２,１６０本、そ
のほか粉ミルクや毛布、簡易トイレ、紙おむつ、ダンボール更衣室
なども準備している。

2 　災害時に避難生活が何日続くのかわからないが、食糧の備蓄
は何日分くらいあるのか。

　食糧の備蓄の想定は３日間で、１日目と２日目が２食、３日目が
３食で合計７食とし、４日目以降は周辺から支援物資が入ってくる
ことも想定して計画を立てている。県の備蓄もあるが、ご家庭での
備蓄を進めていただくことも必要であると考えている。

3 　箕郷の車郷地域は南北に長く、指定避難所は富岡地区に２カ
所あるが、地区によっては緊急時の避難が難しいため、新たな避
難所となるような施設の設置をお願いしたい。設置が難しい場
合、当面の間、地区集会所を指定避難所のような扱いとし、物資
等の配布を受けられないか。
　また、地区集会所を避難所として利用するために、現在、特定
の人が行っている集会所の管理状況を変えてもよいか。

　避難所には、１次避難場所、指定緊急避難場所（２次避難場
所）、指定避難所などがある。今回ご指摘の指定避難所は、「避
難生活を送るための施設」という位置づけである。なお、避難対象
地区を定めていないので、最寄りの指定避難所に避難していた
だきたい。
　また、緊急時の避難ということであれば、安全が確保できれば地
区集会所でもよい。もちろん、物資等の配付を受けることができ
る。
　地区集会所を避難所として利用する場合、運営は地元の方々
が中心となるため、鍵の管理等を限られた特定の方が行うのでは
なく、複数の方が行う仕組みにしていただき、地元の方々の管理
により、避難所としてご利用いただきたい。
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